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紅色の幻嘘と隣人 署長サスピション

ふしぎなつうがくろ 消えたモナ ・ リザすごいぜほんのちからって！

飾り職人の夫 ・新吉が帰ってこ

ない。 不安に駆られたおいちだっ

たが、 新吉は朝になって、 何事

もなかったかのように家に戻って

きた。 しかし、 新吉が言付けを

頼んだ職人らしき人物が、 菖蒲

長屋近くで殺されていたことが判

明する。 しかもその懐には、 きれ

いなビードロの風鈴がしのばせて

あった。 おいちは、 身重であるこ

とも忘れ、 岡っ引の仙五朗ととも

に、 事件の解明に乗り出す。

知りたくなかった。 あの良い人

の “裏の顔” だけは…。 ストー

カー化した元パートナー、 マタ

ハラと痴漢冤罪、 技能実習制

度と人種差別、 ＳＮＳでの誹

謗中傷 ・ 脅し…。 リタイアした

元刑事の平穏な日常に降りか

かる事件の数々。 身近な人間

の悪意が白日の下に晒された

時、 捜査権限を失った男 ・ 平

良正太郎は、 事件の向こうに

何を見るのか？

近頃、 怪盗フェイクを名乗る変幻

自在の窃盗犯が出没し、 大森署

の管内の宝石店を荒らして、 マ

スコミを騒がしていた。 そんなな

か、 警察の各方面から公金の保

護を名目に大金が持ち込まれ、

なんと総額一億円が大森署の署

長室に…。 するとそれを見越して

か、 怪盗フェイクがＳＮＳで犯行

予告！はたして藍本たちは、 署

長室の金庫に眠る大金と、 警察

の面子を守り切れるのか！？

１年生のひろとはきのうまでお

かあさんと登校班の集合場所

へ行っていましたが、 きょうか

らひとりで行くことに。 春夏秋

冬それぞれに、 つうがくろで

季節を感じるすてきなふしぎな

体験が待っています。 親子で

たのしめる日常ファンタジー。

史上最高の名画と名高い 『モ

ナ ・ リザ』 は、 １９１１年の盗難

事件で注目されるまでは無名

の作品にすぎなかった。 この

物語は、 『モナ ・ リザ』 が盗ま

れてから、 美術館に戻ってくる

までのノンフィクションである。

1911年に実際に起きたモナ ・

リザ事件を元に、 事件の経緯、

モナ ・ リザの秘密、 作者レオ

ナルド ・ ダ ・ ヴィンチを解き明

かす。

あるひネコのモーリスはネズミ

をつかまえるためにいいさくせ

んをおもいつきました。 ネズミ

たちにほんをよんできかせてお

びきよせ、 あつまってきたとこ

ろをたべちゃおう、 というさく

せんです。 でもみんなでいっ

しょにわらい、 いっしょになき、

いっしょにかんどうし、 いっしょ

にドキドキしていたら、 ネズミ

となかよくなって、 たべられな

くなってしまったのです。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター
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上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会
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開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

あさの　あつこ 著 今野　敏 著芦沢　央著

レヴィ.ディディエ作 花里　真希作
デイ ・ ニコラス作

　

平
成
30
年
９
月
、 

北
海
道
全
体
で
大

規
模
な
停
電
が
長
時
間
続
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
命
・
財
産
・
産
業
な
ど

に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
の
発

生
に
よ
り
、
胆
振
管
内
厚
真
町
の
火
力

発
電
所
が
停
止
し
た
こ
と
が
要
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
谷
地
方
で
も
停
電
に
よ
り
、
医
療

へ
の
影
響
、
冷
凍
冷
蔵
が
必
要
な
食
品

へ
の
影
響
、
買
い
物
へ
の
影
響
、
さ
ら

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
切

れ
に
よ
る
個
人
の
通
信
へ
の
影
響
な

ど
、
生
活
に
多
大
な
損
失
や
不
便
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
停
電
の
恐

ろ
し
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
「
冬
で
は
な

く
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
た
も
の
で
し

た
。

　

宗
谷
地
方
に
は
「
サ
ロ
ベ
ツ
断
層

帯
」
と
い
う
活
断
層
が
あ
り
、
こ
の
断

層
帯
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.6
程
度
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
宗
谷
地
方
で
は

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
最
大

震
度
６
強
以
上
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
」
か
ら
７
年
。
あ
の
時
の
こ
と
を
忘

れ
ず
地
震
な
ど
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
今
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
震
が
発
生
し
た
と
き

『
第
一
に
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
』

〇
地
震
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
に
対
す
る

備
え

家
具
等
の
耐
震
固
定
を
行
い
、
避
難
経

路
・
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お

く
。

〇
停
電
に
対
す
る
備
え

懐
中
電
灯
、
乾
電
池
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を

用
意
し
て
お
く
。

〇
非
常
食
等
の
備
え

食
料
、
飲
料
水
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・

ボ
ン
ベ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

〇
冬
期
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
備

え・
避
難
路
の
路
面
状
況
や
落
雪
、
な
だ

れ
等
周
囲
の
雪
の
影
響
等
、
注
意
箇
所

を
確
認
し
て
お
く
。

・
日
ご
ろ
か
ら
暖
房
器
具
の
そ
ば
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
防
寒
着
、
毛
布
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

断
熱
マ
ッ
ト
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

■
稚
内
地
方
気
象
台
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地
震
な
ど
災
害
へ
の
備
え
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【
道
税
に
つ
い
て
】

▼
北
海
道
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
１
９

【
村
税
に
つ
い
て
】

▼
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　
　

　

道
内
の
市
町
村
が
足
並
み
を
揃
え
、

市
町
村
税
の
収
入
確
保
を
図
る
た
め
、

９
月
に
個
人
住
民
税
を
含
む
市
町
村
税

の
滞
納
事
案
に
つ
い
て
、
差
押
予
告
や

財
産
調
査
を
実
施
し
、
各
種
財
産
の

差
押
え
な
ど
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま

す
。
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早

急
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

市
町
村
に
お
け
る
全
道
統

一
的
な
滞
納
整
理
を
実
施

産
争
い
を
予
防
し
、
紛
失
の
心
配
も
な

い
の
で
、
後
に
残
さ
れ
た
方
々
が
困
り

ま
せ
ん
。
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し

て
い
ま
す
の
で
、
偽
造
・
変
造
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
証
人
が
作
成
者
の
自
宅
や

病
院
（
施
設
）
へ
出
向
い
て
遺
言
書
を

作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公

証
役
場
又
は
法
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
旭
川
公
証
人
合
同
役
場

　

旭
川
市
６
条
通
８
丁
目
37
番
地
22

　

68
ビ
ル
５
階

☎
０
１
６
６
‐
２
３
‐
０
０
９
８

▼
名
寄
公
証
役
場

　

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
35
番
地

☎
０
１
６
５
４
‐
３
‐
３
１
３
１

▼
旭
川
地
方
法
務
局

　

旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３
番
15
号

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
４
４

　

日
本
公
証
人
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
、
動
画
等
に
よ
り
公
証

制
度
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
御
利

用
く
だ
さ
い
。

（ https://www.koshonin.gr.jp

）

　

固
定
資
産
税
の
第
３
期
と
国
民
健
康

保
険
税
の
第
３
期
納
期
限
は
９
月
30
日

㈫
で
す
。
納
期
内
の
納
付
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
口
座
自

動
振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前

日
ま
で
に
残
高
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　　

10
月
１
日
㈬
か
ら
10
月
７
日
㈫
ま
で

は
公
証
週
間
で
す
。
公
証
人
は
、
公
証

役
場
に
お
い
て
遺
言
や
大
切
な
契
約
な

ど
の
公
正
証
書
の
作
成
、
会
社
を
設
立

す
る
際
の
定
款
の
認
証
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

公
証
人
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
る
公
務
員
で
す
。

　

「
遺
言
は
、
公
正
証
書
で
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
」 

　

遺
言
者
の
家
族
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い

形
で
財
産
を
継
承
さ
せ
る
に
は
、
遺
言

を
残
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
で
す
。
遺

税
務
係
か
ら
納
期
の

お
知
ら
せ

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

みなさんから応募のあった９月生まれのお
子さんを紹介します。１歳 ~ ６歳までの猿
払村に住んでいる子どもを対象に Instagram
から応募ができますので、お気軽にご応募く
ださい。※毎月 15 日が締め切りです

長原 礼
れ お

旺さん (２)

2023 年 9 月 17 日生まれ

保護者 ： 長原 大樹さん


